
アカゲザルとカニクイザルのDRB遺伝子と相同性が極

めて高く,100%一致するタイプが 4タイプみられた.

種を超えた(trams-species)類似性は MHC遺伝子の特徴

の一つであり,本研究は生息地が完全に分離された種

間で高い一致性を示す報告となった.

1

23

小野裕剛 (慶応義塾大 ･文)

サンプル提供がなく,本研究計画は未実施

24盃長類網膜の3D培養技術の確立と網膜神経節細胞

の軸索再生促進法の検討

渡部其三 (愛知県心身障害者コロニー発達障

事研究所),市川優寛,松井宏恵 (名古屋大

･医)

対応者 :林基治

【目的】ネコ網膜で確立した3D培養法を霊長類網

股に適用し,網膜神経節細胞の軸索 (視神経線維)の

再生を促進するROCK 阻害剤の作用を検証する.

【方法】輸出した眼球から無菌下で網膜を剥離し,

0.5mm 角の細片にし,細片をコラーゲンゲル内に埋入

して,DulbeccoMEM (無血清)で 14日間培養した.

培弟液中に新規ROCK 阻害剤のY39983を,1pM か

ら100pM 添加した.14日目にパラフォルムアルデヒ

ドで田定し,神経突起を特異的に識別する抗 TUJ-1抗

体 (Alexanuor488,緑色),グリア突起を特異的に識

別する抗GFAP抗体 (cy3,赤色)で,二重染色を行っ

た.

【結果と考察】本年度は 8日令のマカックザルか

ら,1眼提供された.突起伸展の促進は,Y39983の濃

度が lpMの培養から認められた.Y39983濃度が3pM

から10pMで突起伸展が最も顕著で,20pMで抑制さ

れ,10叫 Mで完全に阻止された.この結果はネコ網膜

の培衣と同様であった (ネコ網膜では30pMで完全抑

制されるが,今回は検証しなかった).しかし無添加お

よびY39983の濃度 1-10pMの培養において,培養後

24時間ですでに網膜からの突起伸展が認められ,7日

後から突起が認められるネコ網膜と異なっていた.こ

れらの突起が m J-1陽性の神経突起かどうか,さらに

成体の網膜でも同様に24時間で突起進展が認められる

かどうかは,検証できなかったJさらにY27632を添加

した場合の,突起伸展の挙動も今後の課題である.

25野生チンパンジーメスの育児中の遊動と社会交渉

の分析
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タンザニア,マハレ山塊国立公園に生息する野生

チンパンジー,M 集団のオ トナメスを対象とした個体

追跡観察データの分析を行なった.一般的な傾向とし

て,離乳が完全に終わっていない子どもは,母親が長

距離を速く移動しようとした場合,自力ではそれにつ

いて行くことができず,誰かに運搬される必要がある.

そのため,子どもの体重が増加するにつれて,母親の

負担は増加し,遊動速度は低下する傾向がある.また

子どもが親から離れて遊ぶ,採食するなど,独立して

活動する時間割合が増えるにつれて,母親の移動開始

とタイミングを合わせることが困難になり,母子間で

葛藤が生じることも多くなる.このような場面に姉,

兄,母親と親しい未経産メスなどが居合わせ,一時的

に子どもの運搬を手伝うことがあり,そのことで母親

の負担はかなり軽減されていると考えられる.個体に

よる差が大きいため,性別,年齢による違いをはっき

りと出せてはいないが,兄よりも姉のほうが運搬によ

り大きく貢献する傾向が見受けられ,母親の負担もよ

り小さくなっている可能性がある.

26テングザルの社会構造に関する論文作成と音声のl

研究
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.研究の成果
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現在,テングザルのオスの交代,性行動の季節性,

社会構造に関する論文も準備中である.

また,テングザルの音声に関する研究も現在準備

中である.

27チンパンジー幼児における心理的因果性の認識
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チンパンジー幼児3個体 (アユム,クレオ,パル)
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